
127

公認心理師養成課程における統計教育の実践（2）―ICT を活用したオンライン授業―

公認心理師養成課程における統計教育の実践（2）
―ICT を活用したオンライン授業―

川人　潤子（医学部准教授）

塩入　美希（学生支援センター特命助教）

西本　佳代（大学教育基盤センター准教授） 

1．はじめに

　令和元（2019）年 12 月以降、世界的に流行した新型コロナウイルス感染症（以下、

COVID-19 とする）により、我々の生活は大きな変革を求められた。令和 2（2020）年 1
月 30 日には、世界保健機構（WHO）により、「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事

態」が宣言され、同年 3 月 11 日にはパンデミック（世界的な大流行）の状況にあること

が表明された。日本においては、令和 2（2020）年 4 月の緊急事態宣言に伴い、多くの大

学が対面授業を取りやめ、急速に Information and Communication Technology（以下、

ICT とする）技術を使用したオンライン授業化が進んだ。日本におけるオンライン授業の

実践報告は、医学教育に関するものが多い（e.g. 赤津・荻野・矢野（五味）、2020）。世界

的に見れば、2000 年前後より、米国を中心としたオンライン授業の実践が報告されている

（Phipps & Merisotis, 1999；Means, Toyama, Murphy, Bakia, & Jones, 2009）。とりわけ、

COVID-19 感染拡大以降、中国（Bao, 2020）、インド（Dhawan, 2020）、パキスタン（Adnan 
& Anwar, 2020）などのアジア、中東各国における大学等の高等教育におけるオンライン

授業の実践とその成果が報告されるようになった。

　ところで、平成31（2019）年に誕生した国家資格である公認心理師を目指す学生にとって、

統計の知識は重要である。近年の心理療法の実践は、個人的な経験や直感によるものでは

なく、科学的・客観的な研究知見の蓄積をもとに行うものであるとするエビデンス・ベイ

スト・アプローチの重要性が指摘されている（杉浦・杉浦、2006）。心理状態を客観的に

評価し、結果を統合するためには、基本的な統計的思考力や統計的分析技術が心理士の重

要な素養に含まれる。

　従来は、心理統計に関する科目は、対面式の授業で教授されることが多かった（e.g. 大橋、

2009）。一方で、ICT を活用した心理統計の授業実践について、数は少ないが報告されて

いる。たとえば、寺尾（2012）は、パソコン作業中にスマートフォンなどの携帯端末を教

材提示のセカンドモニタとして利用したり、動画共有サービスによる授業の配信を行った

りしている。その他、学生と教員間の双方向のコミュニケーションとして、携帯端末を利

用し、講義に先立って質問やテストへの回答を求め、教員が学生へのフィードバックや講

義の調整を行っている。このように、ICT を活用した心理統計の講義の手法が報告されて

いるものの、対面授業が基本にあり、その補足として ICT を使用する要素が強かった。
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　しかしながら、COVID-19 の感染拡大の影響から、ICT を活用した遠隔授業が高等教育

へ急速に導入された。心理統計の講義に限らないが、遠隔授業の利点は、受講生が自分の

ペースで学習を進められ、容易に他国の者と繋がり、膨大な知識をネットワーク上から収

集・活用が可能であることである（Paudel，2020）。一方で、受講生の受講環境の自由度

が高いため、受講生側の時間管理能力やインターネット接続環境にオンライン授業は影響

を受けやすい。また、Song（2004）は大学院生を対象に調査を実施しており、オンライン

学習では、コースの設計、学習者の動機づけ、オンラインテクノロジーの快適さが学習成

果に影響するという。そのため、対面授業と異なり、これら課題を踏まえた上で、教師が

オンライン上の授業コンテンツを作成することが望ましい。

　そこで、本稿では、公認心理師養成課程である本学医学部臨床心理学科 2 年次生を対象に、

心理統計に関する全回オンライン遠隔授業を実施し、その学習効果を検証する。

2．方法

2－ 1．対象者

　2020 年 4 月から 7 月にかけて、必修科目である「心理統計法」を受講した医学部臨床

心理学科の 2 年次生 21 名（男性 7 名、女性 14 名）を対象とした。そのうち、課題提出数

が 3 分の 2 以上の者 20 名（男性 6 名、女性 14 名）をデータ解析の対象とした。

2 － 2．手続き

　授業は、2020 年 4 月から 7 月まで実施した。授業開始時の 4 月には、COVID-19 対策

のため、オンライン授業への移行期間が設けられ、授業開始が 1 週間後倒しとなった。そ

のため、第 1 回と第 2 回を併せた授業内容とした。動画閲覧後には、小テストならびに授

業内容に関する課題を課した。

（1）授業の概要

　医学部臨床心理学科専門基礎科目である「心理学統計法」は、公認心理師のカリキュラ

ムにおいて必修科目であるため、基準に則って構成した（表 1）。受講生のネットワーク環

境の個人差を想定し、授業はオンデマンド型を採用した。香川大学 Moodle を介して、1
週間に 1 回のオンライン授業を行った。1 回の授業は、（1）理論や解析ソフトの操作法等

を解説する授業動画（約 40 分）、（2）授業内容に関する知識問題の小テストへの回答（約

20 分）、（3）手計算やパソコンを使用したデータ解析などの課題（約 30 分）で構成した。

なお、授業動画は、受講生の負担に配慮して、1 つの映像コンテンツが 20-30 分程度にな

るよう作成した。小テストは、全て受講生が個別に取り組む課題であり、正解するまで何

度も回答できる設定にした。第 8 回と第 15 回では、受講内容の復習とテストを実施した。

教員への質問は随時メールで受け付け、教員が可能な限り速やかにメールで返答した。受

講生全体へ周知する内容については、Moodle 上へ掲載した。
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表 1　「心理学統計法」の授業構成

回 テーマ 内容

第 1 回 オリエンテーション 心理統計の仕組み、変数、心理尺度の水準

第 2 回 記述統計の基礎 代表値、散布度、ヒストグラム

第 3 回 正規分布とデータの標準化 正規分布、標準化（z 得点と偏差値）

第 4 回 ピアソンの積率相関係数
散布図、共分散、ピアソンの相関係数、スピアマンの順位

相関

第 5 回 推測統計の基礎 母集団と標本、標本抽出、区間推定、点推定

第 6 回 帰無仮説、有意水準
有意水準、帰無仮説、対立仮説、両側検定、片側検定、検

定力

第 7 回 ノンパラメトリック検定、χ 2検定 ノンパラメトリック検定、χ 2検定

第 8 回 復習と中間テスト 第 1 回～第 7 回の復習とテスト

第 9 回 t 検定 対応のある t 検定、対応のない t 検定

第 10 回 1 要因分散分析 1 要因分散分析、多重比較

第 11 回 2 要因分散分析 2 要因分散分析、多重比較、単純主効果の検定

第 12 回 多変量解析 1　単回帰分析、重回帰分析
回帰直線、最小二乗法、説明変数、目的変数、単回帰分析、

重回帰分析

第 13 回 多変量解析 2　因子分解、クロンバックのα係数 検索的因子分析、確証的因子分析、クロンバックのα係数

第 14 回 多変量解析 3　共分散構造分析 共分散構造分析

第 15 回 まとめと最終テスト 全体のまとめとテスト

　講義内容および資料は、川人・塩入・西本（2020）の内容をオンライン用に改編して使

用した。配布資料は、Moodle に掲載して、受講生が各自ダウンロードできるようにした。

そして、Microsoft PowerPoint を利用した授業動画（図 1）、Moodle 上で回答できる小テ

ストおよび課題（図 2）を準備した。なお、講義内容の補足として、YouTube で配信され

ている統計に関する既存の動画を紹介した。小テストは全問回答後、受講生へ即時に正答

と解説がフィードバックされた。また、課題については、次回の授業開始時に正解と解説

を公開した。中間テストおよび最終テストは、Moodle 上で 1 回のみ回答できるようにし

た（図 3）。中間テストおよび最終テストについても、全問回答後、即時に受講生へ正答と

解説がフィードバックされた。

　課題の内容は、手計算や模擬データを使用したパソコン上の解析等であり、川人他（2020）
と同様の内容であった。なお、例年は、データ解析ソフトとして、IBM SPSS Statistics
を使用しているが、2020 年度は受講生が自宅等で解析を行うため、無料の解析ソフトであ

る HAD（清水、2016）を使用した。HAD は、Microsoft Excel 上で操作することができ、

基礎的な分析から統計的検定、分散分析、回帰分析、因子分析、構造方程式モデルなどの

多変量解析が実行できるソフトである（清水、2016）。なお、Microsoft Excel や HAD の

パソコン上での操作方法については、実際に Microsoft Excel や HAD を操作している動画

を教員が撮影し、受講生へ公開した。さらに、小宮・布井（2018）ならびに清水氏のホー

ムページを参照し、HAD を操作するよう促した。なお、事前準備として、受講生には自

宅のパソコンへ HAD をダウンロードするように指示し、全受講生が問題なく操作するこ

とができた。
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図 2　Moodle 上での課題解答画面（第 1回・第 2回）

図 1　授業動画（一部抜粋）

「第 3 回　正規分布とデータの標準化」

標準化の種類の説明

「第 9 回　t 検定」HAD の操作方法の解析

「第 4 回　ピアソンの積率相関係数」

スピアマン順位相関係数の数式の説明

「第 12 回　多変量解析 1：単回帰分析、重回帰分析」

HAD の解析結果の読み取り方の解説
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　本授業は、主担当教員（第一著者）およびティーチング・アシスタント（TA）であるサ

ポート教員（第二著者）が実施した。臨床心理学を専門とする第一著者がプレゼンテーショ

ンソフトを用いて遠隔講義のコンテンツを作成し、臨床心理学ならびに学習支援を専門と

する第二著者が受講生へ随時コメントを寄せた。なお、多様な教授法に精通した第三著者

は、オンライン授業の実施法への助言を第一著者および第二著者に行った。

図 3　Moodle 上での中間テストならびに最終テストの回答画面

最終テスト（一部抜粋）

中間テスト（一部抜粋）
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（2）指標

　小テストへの回答数および小テストの成績、提出課題数および課題成績、中間テスト成

績、最終テスト成績、出席数を使用した。

小テスト回答数および小テスト成績

　講義期間中に課した 12 回の小テストのうち、期日通りに回答した小テスト数および小

テスト成績を算出した。なお、小テストは正解するまで何度も回答できる設定であったが、

解析に使用したのは、1 回目の回答である。小テストは、いずれも 10 点満点とした。

課題提出数および課題成績

　大橋（2009）を参考に、講義期間中に課した 10 回の課題のうち、期日通りに提出した

課題数および課題成績を算出した。なお、課題は正解するまで何度も回答できる設定であっ

たが、解析に使用したのは、1 回目の回答である。課題は、いずれも 100 点満点とした。

　課題は、全て個人で実施する課題であった。課題の内容は、模擬データの手計算、解析

ソフト（HAD）による解析を課した。

中間テスト成績および最終テスト成績

　第 8 回に中間テスト、第 15 回に最終テストを課した。いずれのテストも 100 点満点と

した。テスト内容は、全て個人で実施し、1 回のみ回答が可能であり、制限時間として 1
時間半を設けた。テストの内容は、中間テストは第 1 回～第 7 回の内容であった。また、

最終テストは、第 1 回～第 15 回の内容であった。両テストともに、知識問題、計算問題

で構成した。

出席数

　「心理学統計法」の講義のうち、課題の提出または小テスト、中間テストおよび最終テス

トへの回答を出席とみなし、出席回数を計上した。

3．結果

　

　小テスト回答数、小テスト成績、課題提出数、課題成績、出席数の各平均値（SD）を算

出した（表 2）。全 12 回の小テスト回答数の平均値は 11.7 回（SD = 0.6）であった。また、

小テスト成績は、10 点満点中の平均値が 7.5 点（SD = 1.2）であった。全 10 回の提出課

題数の平均値は 9.9 回（SD = 0.4）であった。また、課題成績は、100 点満点中の平均値

が 90.7 点（SD = 8.0）であった。中間テストは、100 点満点中の平均値が 55.3 点（SD = 

18.3）、最終テストは、100 点満点中の平均値が 81.5 点（SD = 18.8）であった。出席数は、

平均値が 14.0 回（SD = 0.2）であり、13 回から 14 回の範囲であった。
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表 2　小テスト回答数、小テスト成績、課題提出数、課題成績、中間テスト成績、最終テスト成績、

出席数の平均値（SD）

平均値 （SD） 最小値 最大値

小テスト回答数 11.7（0.6） 10.0 12.0
小テスト成績（10 点満点） 7.5（1.2） 4.1 9.1
提出課題数 9.9（0.4） 8.0 10.0
課題成績（100 点満点） 90.7（8.0） 62.3 98.8
中間テスト成績（100 点満点） 55.3（18.3） 15.0 100.0
最終テスト成績（100 点満点） 81.5（18.8） 40.0 100.0
出席数 14.0（0.2） 13.0 14.0

　図 4 は、小テスト成績の平均値の推移を表している。全 12 回の小テストのうち、概ね 5
割以上の正答があった。そのうち、10 点満点の課題成績の平均点が 6 割以下の授業回は、

第 4 回「ピアソンの積率相関係数」の 5.3 点、第 11 回「2 要因分散分析」の 5.8 点であった。

図 4　小テストの平均成績の推移

　また、図 5 は、全 10 回の課題成績の平均得点の推移を表したものである。概ね 8 割以

上の正答率であり、課題については十分に理解している者が多かったと考えられる。

　さらに、小テスト回答数、小テスト成績、課題提出数、課題成績、中間テスト成績、最

終テスト成績、および出席数間の Pearson の相関係数を算出した（表 3）。相関分析の結

果、小テストの成績は、課題成績と中程度の有意な正の相関を示した（r=.56、p<.05）。ま

た、課題成績は、小テスト回答数、出席数と有意な正の相関を示した（小テスト回答数：

r=.59、出席数：r=.82、いずれもp<.01）。また、中間テスト成績と最終テスト成績の間には、

中程度の有意な正の相関が認められた（r=.47、p<.05）。日々の小テストや課題の実施状況

は、中間テストや最終テストの成績との関連が低かった。
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表 3　小テスト回答数、小テスト成績、課題提出数、課題成績、中間テスト成績、最終テスト成績、

出席数間の相関係数

1 2 3 4 5 6 7
1．小テスト回答数

2．小テスト成績 .33
3．提出課題数 .66** .27
4．課題成績 .59** .56* .82**

5．中間テスト成績 .13 .36 -.06 .20
6．最終テスト成績 .26 .35 -.23 -.05 .47*

7．出席数 .66** .27 1.00** .82** -.06 -.23
注：*p ＜ .05、　**p ＜ .01

4．考察

　本稿では、世界的に感染拡大した COVID-19 の影響より、「心理学統計法」の講義をオ

ンラインで実施し、その効果を検証した。その結果、以下のことが示された。（1）オンラ

イン授業の出席数は平均値が 14.0 回であり、概ね全員が全回出席した。（2）小テストの成

績は 10 点満点中平均値が 7.5 点程度を示し、一定の学習効果を示したが、ピアソンの積率

相関係数や 2 要因分散分析に関する授業回では、成績が低下した。（3）毎回の小テストや

課題の提出回数や成績は、中間テストや最終テストの成績との関連が低かった。

4 － 1．オンライン講義の利点と課題

　今回の授業の特徴として、概ね全ての受講生が全回出席することができたことが挙げら

れる。Bao（2020）によると、オンライン授業では、従来の対面授業と比較して、教師は

授業環境をコントロールしづらいため、学生が授業を欠席する可能性が高くなると指摘し

ている。オンライン授業の場合、その学習効果は授業外での学生のアクティブラーニング

に大きく依存するため、教師は学生への宿題等を適切に調整し、授業外のアクティブラー

図 5　課題の平均成績の推移
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ニングを促進する必要がある。今回の授業では、授業外での課題の難易度が受講生の学習

レベルに適しており、さらに少人数クラスのため、毎回教員より課題の解説等のフィード

バックを丁寧に行えたため、受講生の欠席が少なく、動機づけが維持されやすかったのか

もしれない。

　また、川人他（2020）では、受講生の半数以上がパソコン等の情報機器の操作に苦手

意識を抱いていたが、今回は受講生全員が継続して遠隔授業に参加することができた。

Paudel（2020）によると、効果的なオンライン授業を実施するためには、受講生・教師側

に情報機器の操作準備性が求められる。今回の授業では、予め Excel や HAD の操作方法

の解説動画を教師側が準備し、参考書籍や関連動画サイトを紹介することにより、受講生

側の情報機器の操作準備性を補完できたと考えられる。また、スマートフォンからの小テ

ストへの回答や一部の課題への取り組みが可能であったため、パソコン操作が苦手な者で

あっても、授業に臨むことができたと考えられる。

　その他、オンライン授業では、受講生の自由度が高くなるため、受講者自身の時間管理

スキルが不可欠である（Paudel, 2020）。今回の授業では、大学の教務システムを通じて、

授業開始時期や実施手続きを受講生へ一斉に周知した上、Moodle 上に課題の締切を明確

に示した。また、締切を超過した者がいれば、教員より個別にメール連絡をして提出を促

した。Song（2004）によれば、オンライン授業は、科目によって授業日や課題締切が異な

るため、対面授業に慣れている学生にとっては、時間管理が難しい場合が多い。そのため、

オンライン授業においては、受講生の時間管理スキルの育成が必須であり、教師側が時間

管理をサポートする必要がある。今回の授業では、教員の環境面の工夫が受講生の時間管

理の補足的役割を果たした可能性がある。　

　一方で、今回のオンライン授業では、グループワークのような協同学習を組み込むこと

ができなかったことが課題として挙げられる。協同学習とは、協同を学習指導の原理とす

る実践・理論に関する学習方法であり、関田（2004）によれば「協力して学び合うことで、

学ぶ内容の理解と習得を目指すとともに、協同の意義に気づき、協同の意義を磨き、協同

の価値を学び、内化することを意図した教育活動」である。協同学習は、アクティブラー

ニングの下位概念であり、受講生の主体的学び、対話的学び、深い学びを促進する（関田、

2017）。Hrastinski（2009）によると、従来の遠隔授業では受講生が独立して受講するこ

とが多かったものの、これからのオンライン授業において、受講生が「参加する」という

活動がより重要であると指摘している。ただし、「参加する」ためには、受講生が所属する

グループで相互に貢献し合い、所属グループに愛着を持つことが前提条件となる。その上

で、グループでの討論、掲示板等での意見交換等の言語を介する活動をすることによって、

協同学習が生じる。今後の授業では、Zoom での小グループ交流セッションを設定したり、

Moodle や Microsoft Teams 上で教員・受講生間で議論できるチャットのような機能を利

用したりすることで、協同学習が促進される可能性がある。しかし、遠隔授業では十分な

相互コミュニケーションが困難となる場合があり、グループメンバーの愛着・信頼関係の
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形成が十分に進まないことが想定される。そのため、教員側が受講生やグループの特性を

十分に理解した上で、グループメンバーの相互作用、課題の成果を確認しながら進める必

要があろう。

　

4 － 2．オンライン授業コンテンツの工夫

　本授業で実施した小テストや課題から、一定の学習効果が認められた。しかし、小テス

トの「ピアソンの積率相関係数」、「2 要因分散分析」は成績の平均値が 5 点程度であり、

受講生の理解度が中程度であった。いずれの単元においても、正誤問題での不正解が多く、

「ピアソンの積率相関係数」では、ピアソンの積率相関係数が 2 つの確率変数間の線形関

係であることを理解している必要があり、「2 要因分散分析」では、分散分析表の読み取り

方を理解している必要があった。この 2 単元については、今後は授業動画の説明を丁寧に

行い、具体例や図を交えた視覚的説明を多用し、予習および復習を積極的に促す必要があ

ろう。ところで、小テストは正解するまで何度も回答できるように設定しており、全受講

生が最終的に満点であった。そのため、学び残しは回避できた可能性がある。

　また、課題の成績は、いずれの単元も満点に近い平均値であった。小テスト回答後に課

題を行うため、小テストで自身の不正解の理由を十分に理解した上で、発展問題である課

題に臨めたと考えられる。また、対面授業と異なり、オンライン授業では個別に思考する

時間を自由に設けられるメリットがある。本講義は、従来の対面授業時には、授業時間内

に演習課題を行っていたため、時間的制約があり、成果物の質が十分でない場合があった。

しかし、オンライン授業であれば、受講生個々人の自由度が高いため、十分に思考する時

間を確保でき、演習問題のパフォーマンスが上がった可能性が考えられる。

　最後に、今回の小テストと課題の両成績は、中間テストや最終テストの成績との関連が

低かった。教師側の要因として、テスト問題の質が考えられる。本授業では、川人他（2020）
で作成したテスト項目を使用したが、評価項目としての機能、学びを促進する内容であっ

たか、改めて点検が必要かもしれない。心理統計の良問をまとめたデータベース（e.g. 山田・

杉澤・村井、2008）が報告されており、本授業においても標準化された問題を使用するこ

とを検討したい。また、受講生側の要因として、予習や復習の程度が考えられる。東洋大

学では、2020 年 7 月にオンライン授業に対する大学生へのアンケートを実施している（東

洋大学現代社会総合研究所 ICT 教育研究プロジェクト、2020）。その結果、大学生のオン

ライン授業への評価は概ね高かったものの、対面授業と比較して、予習・復習・課題等の

総学習時間が増加していると 7 割の者が回答している。2020 年 4 月以降の急速なオンラ

イン授業導入により、受講生側の授業外学習の負担感が増大しているようである。本授業

においても、受講生が日々の課題をこなすことに精一杯となり、予習・復習が困難であっ

た可能性がある。授業外課題の課し方も今後検討する必要があろう。
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5．おわりに

　本稿では、COVID-19 感染拡大の影響による心理統計に関するオンライン授業実践を報

告した。課題成績や各種テストにより、一定の学習効果が確認された。今回の実践は、全

回個別受講のオンライン授業であったため、今後は、オンライン上でグループワークなど

の協同学習を導入することにより、さらなる学習効果が期待される。心理統計のような理

系科目において、オンライン型授業は今後益々適用が広がるだろう。
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